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ビ
ル
ー
マ
遺
骨
牧
集
事
業
す
．
忌
む
．

二
十
萬
遺
族
の
悲
願
に
慮
え
て
▼
・

　
　
　
　
　
ー
ー
…
い
よ
く
慰
鑑
會
の
襲
撃
へ
…

ビ
ル
マ
方
面
に
出
動
し
た
兵
力
は
約
三
十
万
と
い
は
れ
、
こ
の
ろ
ち
ビ
ル
マ
の
山
野
に
散
っ
た
戦
没

者
の
数
は
二
十
万
と
あ
る
が
、
終
戦
以
来
十
年
す
で
に
ビ
ル
マ
の
国
交
も
回
書
レ
だ
に
慰
書
啄
デ
駅
．

そ
の
半
数
が
弩
爾
放
置
さ
れ
た
ま
玉
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
は
や
く
こ
海
嘱
α
遺
矧
を
湿
“
遺
硯
σ

手
に
か
へ
そ
う
と
各
方
面
か
ら
熾
烈
な
る
要
望
と
二
十
芳
遺
族
の
熱
顧
が
が
な
W
遺
倒
馬
指
を
偲
濁

し
、
政
府
の
こ
の
事
業
に
全
面
的
に
協
力
し
よ
う
と
、
全
章
本
仏
教
会
や
日
赤
、
遺
族
会
等
生
塗
心

と
な
っ
て
「
ビ
ル
マ
戦
没
者
慰
需
会
」
が
設
立
さ
れ
、
近
く
衆
参
両
院
σ
闘
上
委
で
も
、
本
問
題
が

採
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
少
く
と
も
雨
季
あ
け
の
十
一
月
ご
ろ
に
ゆ
覧
施
ざ
ね
郭
話
鴬
劉
む
尉
靴
…
．
…
；

こ
れ
ら
戦
没
者
の
う
ち
に
は
壇
信
徒
が
数
多
く
、
仏
教
徒
の
責
務
起
U
で
－
い
全
国
寺
院
仏
教
徒
の
，
刊

層
の
協
力
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
ビ
ル
マ
戦
没
者
慰
霊
会
設
立
に
つ
い
て
は
予
て
か

ら
各
関
係
団
体
及
び
こ
れ
に
協
賛
す
る
衆
参
両
院
議

員
に
よ
る
準
備
委
員
会
で
再
々
協
譲
宣
れ
、
そ
の
準

備
全
く
と
エ
の
い
、
去
る
六
月
一
日
午
前
十
時
よ
り

総
理
大
臣
官
邸
大
広
間
に
お
い
て
設
立
準
備
発
起
入

会
が
両
院
議
員
、
関
係
各
団
体
よ
り
二
百
五
十
余
名

参
集
の
下
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
先
づ
市
原
了
氏
の
司
会
で
参
院
議
員
安
井
謙
氏
の

開
会
の
辞
に
つ
い
で
ビ
ル
マ
戦
没
者
の
霊
に
対
し
全

｛
β

　　’一　ψ’1ノ

仏
友
松
事
務
総
長
首
唱
に
よ
り
敬
慶
な
る
黙
薦
を
捧

げ
、
つ
い
で
衆
院
引
上
特
別
委
員
長
高
岡
大
輔
氏
を

座
長
に
推
し
、
外
務
省
河
野
事
務
官
の
ビ
ル
マ
に
お

げ
る
国
内
事
情
の
読
明
、
厚
生
省
引
揚
援
護
局
次
長

一
か
ら
戦
没
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
る
報
告
が
あ
り
、

つ
虻
い
て
経
過
報
告
と
し
て
同
計
画
の
口
火
を
切
つ
・

た
黒
川
信
夫
氏
（
元
南
方
派
遣
軍
参
謀
中
佐
）
、
ビ

ル
マ
国
と
仏
教
の
立
場
に
つ
い
て
露
仏
中
山
国
際
局

長
が
そ
れ
《
＼
報
告
、
議
事
と
し
て
今
後
の
運
営
の
．

9「

S
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會
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セ
ー
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仏
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と
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な
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、
ま
た
一
人
の
迷
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
も
な
い
こ
と
を
期
す

る
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
世
の
中
に
生
を
う
け
て
い
る
も
の
は
、
す
べ

て
亙
に
相
た
す
け
相
よ
つ
て
存
立
し
、
そ
の
目
的
は

永
遠
の
覚
路
を
定
め
る
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
島
流

の
定
ま
る
と
こ
ろ
お
の
ず
か
ら
平
和
実
現
の
基
礎
を

開
く
こ
と
製
な
り
ま
す
。
、

　
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
こ
の
理
想
の
も
と
に
」
そ
れ
ぞ

れ
の
信
証
を
も
つ
て
立
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
未
だ

そ
．
の
実
現
の
遠
い
こ
と
を
憂
ひ
こ
れ
が
努
力
に
日
夜

心
を
砕
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
宗
門
各
派
、
仏
教
諸
団
体
の
連

携
に
よ
る
全
一
的
機
構
を
以
て
、
そ
の
願
ひ
の
実
現

を
計
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
不
肖
は
か
ら
ず
も
会
長
に
選
ば
れ
、
任
務
の
ノ

強
襲
撫
窮
駒
饗
猛
獣
一

の
目
的
は
国
の
内
外
に
果
さ
れ
つ
』
あ
り
ま
す
』
　
　
へ

い
ま
会
長
就
任
に
際
し
目
盛
全
国
の
仏
教
徒
諸
賢
の
（

理
解
あ
る
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任
を
果
し

た
い
と
決
意
す
る
次
矛
で
あ
り
ま
す
。
，
、
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三
め
発
会
三
十
で
の
あ
い
だ
実
行
委
員
と
会
務
担
当

者
を
き
あ
．
地
方
に
お
け
る
運
動
は
都
道
府
県
知
事

日
赤
各
支
部
、
府
県
仏
教
会
、
遺
族
会
の
県
連
合
会

等
が
あ
た
る
こ
と
、
七
月
十
九
日
来
日
の
ビ
ル
マ
首

相
ウ
ー
・
ヌ
ー
氏
を
迎
え
て
歓
迎
と
感
謝
の
大
会
を

開
く
こ
と
等
を
決
定
し
た
。
引
続
い
て
益
谷
衆
院
議

長
、
重
宗
参
院
副
議
長
や
川
崎
厚
生
大
臣
の
力
強
い

所
信
を
披
溜
し
た
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
が
．

〔爲眞〕ビルマ職没者慰重質設立
準備発起人会の席上挨拶する川崎厚生

大臣　　　（首相官邸にて）

特
に
厚
相
は
「
ビ
ル
マ
の
遺
骨
収
集
は
西
部
昌
ー
ユ

ギ
ニ
ヤ
・
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
と
と
も
に
で
き
る
だ
け
早

く
行
い
た
い
。
こ
の
会
の
発
足
で
同
計
画
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
」
と
述
べ
海
外
戦
没

者
慰
霊
委
員
会
長
安
藤
正
純
氏
、
自
由
党
草
葉
隆
円

民
主
党
楢
橋
渡
、
社
会
党
受
田
信
吉
の
各
氏
が
祝
辞

を
述
べ
、
遺
族
を
代
表
し
て
十
入
年
四
月
令
息
善
四

郎
さ
ん
を
失
っ
た
辻
ユ
ミ
さ
ん
（
六
五
）
．
二
十
年

七
月
夫
稔
さ
ん
を
失
く
し
た
佐
藤
芳
江
未
亡
人
が
，
涙

な
が
ら
に
遺
骨
返
還
の
悲
願
を
訴
え
た
。

　
ま
た
ビ
ル
マ
に
転
戦
し
多
く
の
部
下
を
失
い
戦
友

の
遺
骨
を
一
日
も
早
く
慰
め
た
い
と
こ
の
運
動
に
日

夜
挺
身
し
て
い
る
中
馬
辰
猪
代
議
士
「
鹿
児
島
出
身
」
．

の
切
々
と
真
情
を
訴
え
て
の
あ
い
さ
つ
が
全
員
に
深

い
感
銘
を
与
え
た
。
最
後
に
全
仏
友
松
事
務
総
長
の

閉
会
の
辞
を
も
つ
て
十
一
時
四
十
分
有
意
議
な
る
発

起
人
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　
爾
当
日
は
日
蓮
宗
小
松
総
長
、
豊
山
派
鴇
総
長
や

全
仏
の
友
松
総
長
、
北
畠
、
申
山
霊
局
長
、
高
野
山

の
上
田
天
丁
台
や
仏
婦
連
、
国
際
委
員
等
多
数
の
仏

教
関
係
者
が
出
席
し
た
。
、

・
一
二

‘

∫

／

1需



（2）昭和30年6月25日信通佛、
全

矛三種郵便物認可

ビ
ル
マ
首
相
七
月
に
來
日

　
…
－
…
歓
迎
慰
撫
大
喜
で
厚
意
に
感
謝
…
－

　
ビ
ル
マ
首
相
ウ
ー
・
ヌ
ー
氏
は
目
下
欧
米
諸
国
を

歴
訪
申
で
あ
る
が
、
来
る
七
月
十
九
日
に
は
我
が
国

に
来
訪
す
る
よ
う
日
程
が
組
ま
れ
て
い
る
。
同
首
相

に
は
、
昨
年
十
二
月
の
矛
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議
で

訪
緬
の
際
、
日
本
代
表
が
非
常
な
歓
迎
を
う
け
ま
た

今
度
の
函
学
僧
十
三
名
の
ビ
ル
マ
派
遣
に
つ
い
て
も

懇
切
な
指
導
と
世
話
を
う
け
て
い
る
の
で
、
全
野
で

は
、
こ
れ
を
機
会
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、

更
に
来
る
べ
き
ビ
ル
マ
戦
没
者
遺
骨
収
集
事
業
を
完

遂
す
る
た
め
に
は
ど
5
し
て
も
同
首
相
を
は
じ
め
ビ

ル
マ
政
府
の
全
面
的
な
協
力
と
便
宜
供
与
を
う
け
な

け
れ
ば
不
可
能
な
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
懇
請
を

も
行
お
う
と
し
て
い
る
。
・
こ
の
た
め
全
仏
で
来
る

七
月
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
同
首
相
歓
迎
国
民
大
会

と
賊
塞
法
要
が
築
地
本
願
寺
に
於
て
開
催
さ
れ
る
の

で
事
務
総
局
で
、
目
下
そ
の
企
画
と
諸
準
備
が
進
め

ら
れ
そ
の
盛
況
が
予
想
さ
れ
る
。
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ビ
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没
者
慰
霊
会
設
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の
趣
旨
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太
平
洋
戦
争
の
悲
惨
極
ま
り
な
き
戦
場
の
一
つ
と

t
て
、
ビ
ル
マ
の
山
野
に
は
二
十
万
に
垂
ん
と
す
る
、

同
胞
の
遣
骨
が
今
尚
長
恨
の
風
雨
に
曝
さ
れ
た
侭

放
置
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

　
職
後
十
年
、
日
緬
の
国
交
は
既
に
回
復
し
賠
償
問

題
も
、
大
綱
を
協
定
ぜ
ら
れ
た
る
今
日
、
此
等
同
胞

の
遺
骨
収
集
慰
霊
に
関
す
る
終
戦
処
理
は
国
家
と
し

て
一
日
も
速
や
か
に
実
施
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

此
の
事
は
太
平
洋
…
戦
争
を
通
じ
、
ア
ジ
ア
の
解
放
を

夢
み
て
散
華
し
た
…
戦
浸
同
胞
の
遺
徳
に
応
え
、
遺
族

…
戦
友
は
因
よ
り
一
般
国
民
に
対
し
、
過
去
の
ビ
ル
マ

国
に
於
け
る
野
風
悲
影
を
一
掃
し
て
清
勘
な
る
両
国

共
栄
の
神
隠
的
支
柱
た
ら
し
め
、
外
ビ
ル
マ
国
民
に

対
し
て
は
、
平
和
と
入
類
愛
と
の
強
固
な
る
、
宗
教

的
共
感
の
上
に
両
国
民
の
真
の
提
携
親
善
を
樹
立
す

る
事
之
な
り
ま
ぜ
う
。
　
　
　
卜
　
」
’
．

広
大
な
る
曾
て
の
太
平
洋
戦
域
に
於
て
は
、
誠
に
遺

憾
乍
爾
遺
骨
放
置
の
職
場
を
多
く
数
へ
得
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、
ビ
ル
マ
国
内
の
情
勢
は
今
や
両
国
民
の

協
力
の
上
に
既
に
可
能
の
段
階
に
至
り
ま
す
と
共
に

、
我
が
国
内
に
於
け
る
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
慰
霊
の
早

急
実
現
に
対
ナ
る
熱
意
と
機
運
は
将
に
高
揚
せ
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

然
し
乍
ら
広
地
域
に
亘
る
大
陸
の
一
骨
収
集
は
我
が

国
に
と
っ
て
最
初
の
事
で
も
有
ゆ
、
且
遠
隔
の
地
で

あ
る
為
、
之
が
落
丁
拉
に
準
備
は
到
底
個
々
の
団
体

い
も
の
暫
勇
従
譲
鰻
灘

来
各
種
の
団
体
が
夫
々
其
難
撫

分
野
に
於
て
遺
骨
収
譲
纒
、

霊
に
関
し
最
大
の
努
力
を

傾
倒
し
て
参
り
ま
し
た
が

前
述
の
諸
情
勢
に
鑑
み
、

蝕
に
吾
々
は
特
に
「
ビ
ル

マ
職
没
者
慰
霊
会
」
を
設

立
し
て
凡
ゆ
る
団
体
党
派

を
超
越
し
、
政
府
鼓
関
係

諸
機
関
と
緊
密
な
る
連
繋

の
下
に
、
凡
ゆ
る
障
碍
を

E
卜
－
　
：
膨
1
・

．
、

克
服
し
て
此
機
運
を
正
し
く
育
成
発
展
せ
し
め
、
国

家
国
民
の
総
意
の
上
に
一
日
も
速
に
此
が
完
結
を
期

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
も
何
卒
向
後
本
会
の
使
命

達
成
に
衷
心
よ
り
御
賛
同
下
さ
れ
、
・
温
い
御
協
力
を

賜
ら
ん
事
を
切
に
御
願
ひ
申
上
げ
る
愚
意
で
あ
り
ま

す
。

「
益
谷
衆
議
院
議
長
」
の
あ
い
さ
つ

　
終
…
戦
以
来
十
年
、
今
や
祖
国
再
建
の
業
略
々
な
り

か
つ
て
の
不
自
由
な
生
活
は
既
に
憶
出
話
と
な
っ
た

に
も
か
玉
は
ら
ず
、
遠
く
ビ
ル
マ
の
山
野
に
は
約
二

十
万
柱
の
。
日
本
兵
戦
没
者
の
遺
骨
が
風
雨
に
さ
ら

さ
れ
た
ま
ま
、
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
身
を
挺
し
て
国
難
に
赴
き
、
勇
…
戦
奮
闘
し
て
貴
い

　
　
頸
際
委
員
會
開
か
る

　
去
る
六
月
十
日
午
後
三
時
よ
の
土
仏
事
務
総
局
に

於
て
本
年
度
初
の
国
際
委
員
会
を
開
催
し
、
ビ
ル
マ

派
遣
W
田
学
僧
経
過
報
告
、
英
文
仏
教
百
科
辞
典
編
纂

事
業
経
過
報
告
及
び
ビ
ル
マ
職
浸
尊
霊
唱
題
等
に
つ

い
て
の
委
員
会
の
態
度
を
協
議
、
其
他
こ
の
七
月
中

旬
に
来
日
す
る
ビ
ル
マ
、
ウ
ー
・
ヌ
ー
首
相
の
歓
迎

セ
イ
ロ
ン
仏
教
大
学
長
来
日
の
接
待
、
来
年
五
月
セ

イ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
る
仏
滅
二
千
五
百
年
紀
念
の
ウ

エ
サ
カ
祭
に
日
本
巡
拝
団
参
加
要
請
の
件
等
を
検
討

　
・
．
一
〇
‘
」

　
　
　
備
拶
　
　
生
命
を
国
家
に
捧
げ
ら
れ

．
遡
膿
た
誌
没
者
の
蓑

　
　
鳶
設
長

　
　
　
　
　
　
　
　
を
、
未
だ
に
故
国
に
お
迎

灘
響
薄
藍
発

，
憾
灘
灘
舞
撫

〔1鳶眞〕ビルマ

会懸場に於け：
　　　　　　（¶

べ
て
の
国
民
に
と
っ
て
も

傷
心
や
る
方
な
い
こ
と
な

の
で
あ
り
ま
す
が
、
諸
種

の
困
難
な
事
情
の
為
に
引

し
く
十
年
の
年
月
は
流
れ

去
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た

　
な
お
当
日
の
出
席
者
は
委
員
長
伊
藤
述
史
氏
を
は

鎧
難
撃
輔
騒
駕
鵠
諮
鎌
認

諸
氏
と
事
務
局
側
か
ら
中
山
局
長
、
柳
部
長
、
松
濤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

主
事
が
出
席
し
た
。

　
　
日
本
留
学
僧
ビ
ル
マ
で
盛
大
な
歓
迎

　
　
さ
る
五
月
十
九
日
午
後
十
一
時
三
十
分
羽
田
室
港

　
を
発
つ
た
全
仏
派
遣
の
ビ
ル
マ
W
田
学
僧
一
行
十
≡
名

　
は
，
途
中
台
北
、
台
南
、
香
港
、
磐
谷
、
を
経
由
し

・
－
馬
シ
　
「
「
二
　

盈
ゴ
　
　
　
　
h
　
　
　
　
　
．

．
1
1
～
p
一
鳶
L
ド
ペ
酷
晒
ド
ー

今
日
関
係
各
位
の
御
努
力
に
よ
り
、
漸
く
前
途
に

曙
光
を
認
め
、
こ
こ
に
全
臨
本
仏
教
会
を
は
じ
め
各

種
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
ビ
ル
マ
戦
没
者
慰
三
会
設

立
の
準
備
会
が
開
催
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た

事
は
、
多
年
の
胸
中
の
し
こ
り
が
ほ
ぐ
れ
た
思
ひ
で

誠
に
感
激
に
堪
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
何
分

ビ
ル
マ
は
遠
隔
の
地
で
あ
り
遺
骨
の
収
集
に
・
も
幾
多
・

の
困
難
が
伴
う
こ
と
と
存
じ
ま
す
の
で
，
各
位
に
お

か
れ
て
は
、
協
力
一
致
、
一
日
も
早
く
英
需
巫
を
遺
族

禔
X
の
胸
に
帰
還
せ
し
め
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の

御
尽
力
を
重
ね
ら
れ
ん
事
を
切
に
お
願
ひ
致
す
旧
徳

で
あ
り
ま
す
。
．

本
日
の
ビ
ル
マ
職
没
慰
憲
会
設
立
発
起
入
会
に

‘
　
　
’

あ
た
り
、
一
言
所
懐
を
述
べ
て
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

昭
和
三
十
年
六
月
十
一
圓

衆
議
院
議
長
益
谷
秀
次

「

日
本
代
雲
．
嘉
へ
　

明
年
五
月
池
イ
ロ
ソ
に
於
て
仏
滅
二
千
五
百
年
を

覧

紀
念
し
．
国
家
的
に
盛
大
な
ウ
エ
．
サ
カ
祭
が
挙
行
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
」
こ
の
程
全
壊
あ
て
に
書

簡
が
到
漕
し
、
日
本
の
巡
拝
団
の
参
加
を
要
請
し
て

来
た
の
で
、
こ
の
要
請
に
答
え
る
た
め
、
全
仏
で
は

早
急
に
具
体
策
を
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
。
＝
．
＝
＝
．
＝
＝
＝
＝
昌
■
＝
＝
＝
．
3
．
＝
・
噛
＝
＝
＝
＝
霊
・
＝
＝
＝
3
2
・
・
＝
囑
＝
弓
・
＝
＝
＝
…
＝
・
＝
＝
＝
暑
・

ウ
ー
ウ
イ
ソ
宗
教
大
臣
、
ウ
ー
チ
ヨ
ー
ニ
エ
ソ
工
業

大
臣
夫
入
（
ビ
ル
マ
仏
教
婦
人
会
長
）
、
ゼ
ル
マ
仏

教
会
長
ウ
テ
エ
ウ
イ
ソ
卿
、
副
会
長
ウ
』
デ
イ
ソ
モ

ソ
大
審
院
長
、
事
務
局
長
ウ
ー
チ
ャ
ソ
ト
ソ
大
審
院

判
事
同
夫
人
及
び
ビ
ル
マ
側
僧
侶
、
尼
僧
代
表
そ
の

他
多
数
の
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
一
路
ラ
ン
グ
ー
ン

郊
外
の
ア
パ
ラ
ゴ
ヤ
ー
ナ
ホ
ス
テ
ル
に
落
着
い
た
。
唱
行
は
連
日
の
如
く
心
仏
教
会
，
大
使
館
主
催
の
歓

〆

迎
会
に
出
席
し
、
正
式
に
得
度
を
受
け
る
の
は
七
月

頃
と
思
わ
れ
る
。
　
　
（
矢
放
副
団
長
よ
ε

♪
ε
　
　
　
　
，
・
ゾ
．
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
蜂
』
職
、

1
　
、
’
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漕

聴
講
ご
討
議
を
主
マ
ヤ
し
て
、

正
し
い
佛
教
典
の
在
り
方
を
求
め
る

i
講
習
會
内
容
決
定

　
全
例
主
催
オ
ニ
回
中
央
講
習
会
は
、
既
報
（
本
通

信
七
号
所
載
）
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
事
務
総
局
で

準
備
を
進
め
て
来
た
が
、
講
師
、
内
容
が
次
の
如
く

確
定
し
た
の
で
、
加
盟
各
宗
派
．
団
体
地
区
仏
教
会

学
校
等
に
蓮
絡
．
本
講
習
会
を
成
果
あ
ら
し
め
る
た

め
の
協
力
を
要
．
請
し
て
い
る
。

　
講
習
会
は
申
村
元
「
世
界
思
想
に
於
け
る
仏
教
」

上
原
專
豫
「
現
代
の
僧
風
に
つ
い
て
」
の
両
講
…
師
に

よ
っ
て
、
世
界
的
視
野
に
立
っ
て
仏
教
を
正
し
く
捉

え
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
仏
教
者
の
現
代
に
於
け
る

在
り
方
を
追
求
す
る
と
共
に
．
佐
藤
功
講
師
「
憲
法

改
正
問
題
の
考
え
方
「
に
よ
っ
て
当
面
す
る
大
き
な

課
題
で
あ
る
憲
法
間
題
に
つ
い
て
仏
教
者
と
し
て
の

態
度
を
打
ち
出
す
た
め
の
基
礎
を
学
び
と
り
、
阿
部

三
之
助
講
師
「
現
代
の
日
本
」
で
我
々
仏
教
者
の
置

か
れ
て
い
る
こ
の
日
本
の
情
勢
に
つ
い
て
多
面
的
な

検
討
を
加
え
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
広
い
視
野
に

立
つ
と
同
時
に
飛
切
羽
並
「
放
送
文
芸
と
教
化
」
、

権
藤
円
立
「
現
代
教
化
と
三
楽
」
内
山
憲
尚
「
児
童

教
化
の
実
際
」
の
諸
講
師
に
よ
っ
て
具
体
的
な
教
化

策
を
も
明
ら
か
に
七
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
更
に
こ
れ
ら
諸
講
師
の
講
義
を
聞
く
こ
と
Σ
平
行

し
て
、
各
種
の
テ
ー
マ
を
設
け
夫
々
の
問
題
の
権
威

者
を
中
心
発
言
者
に
招
い
て
座
談
討
議
を
行
い
、
そ

れ
に
よ
り
諸
問
題
に
つ
い
て
の
態
度
と
笑
策
を
打
ち

建
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
因
み
に
、
座
談
討
議
の
テ
ー
マ
と
中
心
発
言
者
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
寄
少
年
問
題
（
内
山
憲
爾
、
北
村
大
栄
、
猪
俣
興

一
、
紀
野
一
義
、
山
本
杉
．
米
山
久
）
新
興
宗
数
問

題
（
大
石
秀
典
馬
執
行
海
樽
、
中
開
教
篤
）
　
憲
法

問
題
（
松
本
徳
明
、
伊
藤
述
史
）
　
宗
教
法
人
法
問

題
（
文
部
省
江
上
事
務
官
）
　
全
一
佛
教
運
動
（
全

仏
事
務
総
長
、
局
部
長
）
な
お
講
習
会
期
聞
中
、
各

宗
派
、
加
盟
団
体
教
化
資
料
展
、
高
僧
墨
蹟
展
が
開

か
れ
、
七
月
ご
日
に
は
講
義
終
了
後
地
方
か
ら
の
参

加
者
を
中
心
と
し
て
．
バ
ス
で
都
内
漸
施
設
著
名
寺

院
見
学
が
行
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

重
要
事
項
を
協
議
－

　
　
全
佛
の
常
務
理
事
會

　
ビ
・
ル
マ
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
の
話
し
が
急
速
に
進

ん
だ
為
．
全
仏
の
態
度
に
つ
い
て
種
々
協
議
す
る
事

が
必
要
に
な
り
、
去
る
六
月
八
日
午
後
三
時
よ
り
、

築
地
本
願
寺
オ
｝
控
室
に
建
て
緊
急
常
務
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
佐
々
木
理
事
長
外
十
一
名
の

常
務
理
事
が
出
席
し
、
申
山
国
際
局
長
の
説
明
を
中

心
に
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
に
関
す
る
件
を
協
議
し
、
基

本
的
に
は
可
能
な
限
り
協
力
す
る
こ
と
Σ
す
る
が

爾
調
査
と
検
討
を
進
め
、
具
体
的
問
．
題
の
処
理
は
、

事
務
総
局
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
引
続
き
理
事
推
薦
の
件
．
募
金
対
策
に
関
す
る
件

．
，
回
．
臼
痢
、

．
英
文
仏
教
百
科
三
三
編
纂
へ
の
協
力
の
件
、
寺
院
解

放
農
地
に
対
す
る
国
家
補
償
要
請
に
関
す
る
件
等
の

諸
問
題
に
つ
い
て
慎
重
な
る
協
議
が
な
さ
れ
、
午
後

．
五
時
半
閉
会
し
た
。

　
当
日
の
出
席
者
　
佐
々
木
泰
翁
、
友
松
円
諦
、
鴇

昌
清
、
前
田
宥
縄
、
栗
本
俊
道
、
岩
野
真
雄
、
中
山

理
々
、
堤
敏
郎
、
一
二
谷
会
祥
．
　
（
小
松
浄
砧
代
理
）

廿
楽
義
恭
、
（
阿
部
龍
傳
代
理
）
山
本
杉
、
安
藤
寿
雄

弱
だ
蜘
碧
慧
朝
堂
届
酒
い
当
」
月
三
脚
、
副
川
簿
コ

「
農
地
解
放
寺
院

　
　
國
家
補
償
に
関
す
る
決
議
」

　
先
年
農
地
法
及
び
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
に
依

て
、
農
地
は
解
放
せ
し
め
ら
れ
た
が
、
全
国
八
万
の

寺
院
の
所
有
せ
る
解
放
農
地
は
数
十
万
町
歩
に
及
び

爾
後
各
寺
院
は
其
の
教
化
活
動
に
、
勿
論
維
持
運
営

等
に
一
大
支
障
を
生
じ
．
或
は
衰
微
の
一
途
を
辿
る

事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
現
状
に
鑑

み
、
全
国
地
主
の
解
放
農
地
に
対
す
る
国
家
補
償
運

動
に
呼
応
し
て
、
各
宗
教
檀
信
徒
総
会
に
覧
て
も
此

の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
仏
教
界
の
統
一
あ
る
運
動
に

展
開
せ
し
め
る
気
運
が
醸
成
さ
れ
つ
」
あ
る
。
即
ち

去
る
五
月
十
日
．
真
言
宗
豊
山
滋
の
全
国
檀
信
徒
総

会
に
於
て
、
五
月
廿
六
・
七
日
の
曹
洞
宗
檀
信
徒
中

央
集
会
に
於
て
、
実
れ
《
＼
之
が
決
議
を
行
い
、
衆

参
両
院
議
長
、
大
蔵
省
、
文
部
省
等
関
係
官
庁
に
陳

情
請
願
を
行
っ
た
。
爾
日
蓮
宗
を
始
め
各
宗
派
つ
い

で
此
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

膨
≡
「
三
≡
一
一
三
≡
一
「
三
≡
一
一
三
一
三
＝
＝
一
三
一
F
三
≡
一
三
一
一
一
＝
三
一
塁
＝
三
三
一
一
一
一
二
＝
一
一
三
≡
一
三
三
一
一
一
三
三
＝
二
三
≡
騨
一
三
一
一
一
三
＝
＝
一
一
＝
三
一
一
＝
三
…
三
一
≡
ぎ
一
一
三
三
三
一
≡
一
三
一
一
一
一
三
三
ヲ
三
≡
一
一
一
臥

…
　
　
組
織
の
確
立
ご
活
澱
な
傳
道
を
！
　
　
　
　
　
　
　
W

…
．
七
月
・
二
・
三
皇
日
府
縣
佛
代
表
者
の
會
同
　
　
…

』
三
「
一
三
三
一
一
一
三
≡
一
一
三
一
≡
一
三
…
…
一
≡
一
一
「
三
一
一
＝
三
一
一
一
一
一
＝
三
≡
三
＝
三
一
三
＝
三
一
妻
一
三
＝
一
一
三
＝
一
一
一
三
二
一
三
一
≡
三
・
三
≡
一
三
＝
一
一
三
養
蚕
≡
三
一
≡
三
［
≡
一
三
≡
一
三
一
＝
一
三
三
一
一
｝
涌

　
全
仏
で
は
本
年
度
の
運
動
目
標
の
矛
一
に
「
全
国

地
区
仏
教
会
の
組
織
化
」
（
本
通
信
六
号
所
載
）
を

掲
げ
、
来
る
七
月
一
日
よ
り
の
中
央
講
習
会
も
こ
の

方
向
に
沿
っ
て
企
画
さ
れ
た
が
．
全
国
各
地
の
仏
教

者
を
結
集
す
る
こ
の
講
習
会
を
機
に
、
来
る
七
月
二

・
三
の
両
日
に
亘
り
全
国
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者

－
会
同
を
開
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
　
去
る
十
四
日
全

国
に
通
達
が
出
さ
れ
た
。
本
会
同
で
は
地
方
教
化
活

動
促
進
に
間
し
て
意
見
を
交
換
し
て
方
策
を
立
て
る

と
共
に
、
各
府
県
仏
教
会
の
全
仏
へ
の
加
盟
促
進
の

件
、
地
方
団
体
負
担
金
に
関
す
る
件
等
に
つ
き
協
議

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
正
式
加
盟
の
府
県
仏
広
野
へ
大
仏
旗
交
付

　
な
お
現
在
ま
で
に
正
式
に
加
盟
し
、
全
仏
へ
協
力

し
て
・
い
る
府
県
仏
教
会
に
対
し
て
は
仏
教
の
象
徴
た

る
大
仏
帰
一
旛
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
会
議
に

先
立
ち
授
与
式
が
行
は
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一儲翻融二二酬三二撫轍酬
表
の
し
レ
　
お
”
ん

「
こ
ど
も
の
花
ま
つ
り
」
に
ひ

懇
つ
づ
き
プ
レ
売
ベ
ル
館
が
お

お
く
り
す
る
幼
見
の
た
め
の
宗

教
情
操
教
育
糟
本

た
の
・
し
い
　
お
ぼ
ん

四
色
刷
り
の
明
る
く
美
し
い
座

本
で
す
。
お
子
さ
ん
へ
の
島
本

と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
Q

　
　
．
　
　
〔
一
部
＋
圓
〕

　
お
申
込
は
全
日
仏
ま
た
は
左
記
へ
。

　
　
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
　
発
行
所

　
　
　
株
式
会
社
フ
レ
ー
ベ
ル
館

　
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町

酬糊蝋糊榊榊榊◎蝋榊闘

朝比奈宗源著
頒価380円
馬料42四

生粋の東洋的伝統に生きた一個の輝僑が

人類の危機を前にして世界連邦政府と民

族永遠の平和の悲願とをこあて欧米を巡

礼した世紀の書／尚老師放談「輝」を牧録。

東
京
都
中
央
区
新
富
町
辱
二

四
季
肚

　
振
．
宝
亀
京
二
〇
一
丸
二
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青
少
年
旅
行
運
動
実
施
策

　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
中
央
委
．
獲
足
す

　
既
報
の
文
部
省
を
中
心
に
全
層
を
始
め

各
関
係
機
関
の
協
力
で
、
計
画
さ
れ
て
い

る
青
少
年
旅
行
運
動
は
、
其
の
後
修
学
旅

行
途
上
の
諸
事
高
等
続
出
の
為
、
極
め
て

慎
重
策
に
い
で
、
ま
た
旅
行
関
係
業
者
よ

り
の
諸
運
動
も
加
わ
り
、
た
め
に
本
年
度

ほ
試
み
と
し
て
、
各
県
庁
内
関
係
課
を
中

心
と
し
て
七
月
廿
日
よ
り
八
月
廿
五
日
雪

行
は
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
同
時
に
文
部
省
内
に
之
が
中
心
推
進
機

関
と
し
て
青
少
年
旅
行
委
が
組
織
さ
れ

が
、
全
段
で
は
既
に
秩
父
、
日
光
地
区
等

に
之
が
協
力
の
企
画
を
進
め
て
来
た
向
は

一
応
県
庁
側
に
移
管
し
、
’
今
後
は
全
国
的

に
之
が
よ
き
推
進
方
法
を
と
り
、
特
に
宿

舎
指
定
の
寺
院
で
は
、
特
別
連
絡
方
を
と

る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
し
づ
め
七
月
二
・

三
両
日
の
全
仏
全
国
地
区
代
表
会
議
に
周

知
の
方
法
を
と
る
予
定
で
あ
る
。

「
白
下
各
地
で
講
演
會
」

…
新
潟
墨
壷
へ
講
師
派
遣
．
…

　
新
潟
県
仏
教
会
で
は
、
宴
藤
会
長
を
中

心
に
県
仏
の
活
動
を
進
め
る
努
力
が
な
さ

れ
て
来
た
が
、
今
度
全
県
伝
道
を
催
す
こ

と
と
な
り
、
全
心
事
務
総
局
は
新
潟
県
仏

の
要
望
に
よ
り
、
矛
一
次
講
師
と
し
て
友

松
事
務
総
長
を
菰
遣
す
る
こ
と
に
な
り
．

来
る
七
月
四
・
五
・
六
・
七
の
四
日
聞
、

新
潟
、
長
岡
．
柏
崎
を
は
じ
め
各
地
で
講

演
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
猶
矛

二
次
伝
道
は
、
一
ケ
月
後
に
新
た
な
講
師

派
遣
に
依
っ
て
、
県
下
隅
な
く
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
愛
知
、
岐
阜
両
縣
仏
教
会
」

　
矛
二
回
全
国
教
悔
師
大
会
に
出
席
の
佐

々
木
理
事
長
に
随
行
し
た
別
所
庶
務
部
長

は
大
会
終
了
後
、
地
方
組
織
並
事
務
連
絡

の
二
等
に
つ
き
愛
知
県
仏
教
会
の
幹
事
で

あ
る
小
野
、
村
瀬
師
と
種
々
協
議
を
行
い

今
後
の
緊
密
な
る
連
絡
協
調
に
つ
い
て
の

打
合
せ
依
頼
を
な
し
た
。
続
い
て
岐
阜
県

仏
教
細
造
会
長
と
同
県
仏
教
会
の
件
に
つ

き
種
々
話
合
つ
た
が
近
く
開
催
の
理
事
会

に
於
て
今
後
の
態
度
が
決
定
さ
れ
る
と
の

事
に
つ
き
そ
の
協
力
方
を
依
頼
し
、
両
県

仏
教
会
の
活
濃
な
る
活
動
と
発
展
を
期
待

し
て
同
上
打
合
せ
会
を
終
了
し
た
。

　
関
西
事
務
局

　
　
　
　
　
東
本
願
寺
へ
移
る

　
二
仏
の
関
西
事
務
局
は
、
こ
れ
ま
で
京

西
本
願
寺
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
去
る
六

月
七
日
の
関
西
側
理
事
会
に
於
て
。
東
本

願
寺
へ
移
転
す
る
こ
と
に
決
っ
た
。

　
な
ほ
総
長
に
は
、
大
谷
派
の
末
広
．
愛
画

師
が
就
任
し
、
次
長
部
長
も
近
く
決
定
す

る
模
様
で
あ
る
。

匹
雪
国
E
＝
ロ
聖
≡
日
鵬
＝
一
一
一
閣
囲
≡
i
聖
≡
i
■
≡
一
i
里
＝
＝
■
■
一
＝
一
目
脚
＝
臨

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

…
第
二
回
全
國
佛
教
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
學
生
大
會
開
催
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

川
5
璽
≡
蒼
9
＝
二
鵬
“
一
≡
一
躍
四
≡
一
i
卿
＝
＝
錫
囎
＝
≡
ロ
聾
＝
＝
瓢
闇
＝
≡
■
■
二
，
訓

　
昨
十
月
京
都
に
於
て
「
固
き
友
情
と
よ

り
よ
き
未
来
の
為
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
に
、
前
途
多
難
な
る
仏
教
学
生
と
し
て

の
生
き
方
を
求
め
．
学
生
生
活
の
充
実
と

友
情
の
結
束
を
．
約
し
た
意
義
あ
る
大
会
は

　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
・
　
■
　
　
、
　
　
パ
’
J
　
　
i
」
－
　
　
一
　
　
・
、
！
’
　
9

其
の
歩
を
一
歩
進
め
て
、
議
題
を
仏
教
思

想
の
現
代
的
把
握
△
仏
教
会
の
刷
新
と
大

衆
化
△
平
和
的
共
存
と
我
等
学
徒
の
生
き

方
△
及
び
学
園
の
充
実
と
学
生
生
活
の
改

善
△
其
他
の
奮
闘
題
に
関
し
、
ひ
ざ
を
ま

じ
え
て
討
議
す
べ
く
、
こ
こ
に
矛
二
回
全

国
仏
教
学
生
大
会
を
去
る
六
月
廿
一
・
二
・

三
の
三
日
間
、
豊
島
公
会
堂
、
中
労
委
会

館
で
盛
大
に
行
は
れ
た
。
参
加
校
は
実
に

数
十
校
に
の
ぼ
り
、
仏
教
諸
団
体
も
多
数

此
れ
に
参
加
し
、
お
抄
い
に
超
宗
派
的
な

理
念
の
下
に
、
我
執
を
の
り
き
っ
て
当
面

の
諸
問
題
に
つ
砦
熱
心
に
討
議
し
合
ひ
、

右
意
義
な
る
結
末
を
祈
り
つ
づ
大
会
を
終

っ
た
。

　
特
に
全
日
太
仏
教
会
で
は
こ
れ
を
助
成

し
．
開
会
式
に
は
岩
野
組
織
局
長
が
臨
腐

し
た
、
各
分
科
会
へ
は
高
矯
部
長
中
原
主

事
が
出
席
し
た
。

～英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ロ
ン
の
コ
テ
ラ
ワ
ラ
首
相
の
親
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
去
る
六
月
十
日
一
月
佐
々
木
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
に
送
ら
れ
て
き
た
が
、
肖
れ
に
依
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
．
英
文
仏
教
百
科
辞
典
の
日
本
側
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
と
し
て
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
ポ
ン
ド
（
邦
貨
約
宏
百
万
円
）
を
支
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
旨
が
報
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
全
仏
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
股
の
常
務
理
事
会
に
お
い
て
、
物
心
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
の
積
極
的
協
力
を
決
議
す
る
と
共
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
く
具
体
的
に
計
画
を
追
っ
て
具
体
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
む
一
方
、
関
西
側
の
編
纂
委
員
や
宗
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側
の
委
員
を
人
選
し
て
、
着
手
さ
れ
る
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
で
↓
め
る
。
な
ほ
六
月
二
十
七
日
午
後
ご
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
よ
り
委
員
会
が
ひ
ら
か
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
回
全
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
誰
師
大
会
盛
会

　
肚
会
を
明
る
《
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯
正
施
設
に
於
け
る
宗
教
々
講
師
制
度

　
　
　
運
動
に
協
力
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
現
状

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
は
、
た
曲
論
　
に
鑑
み
、
去
る
三
十
哩
三
十
、
一
日
の
両
日

府
機
関
の
施
策
の
み
で
は
見
出
し
得
な
い
　
全
国
教
講
師
大
会
が
名
害
屋
市
の
東
本
願

其
れ
に
は
我
々
が
形
蚕
し
て
い
る
環
境
　
寺
別
院
及
び
、
名
古
屋
刑
務
所
に
於
て
行

を
整
備
、
純
化
し
且
亦
犯
罪
者
の
更
生
に
　
わ
れ
た
。
大
会
は
盛
況
を
極
め
、
決
議
事

対
す
る
温
い
理
解
と
、
力
強
い
協
力
が
必
　
項
と
し
て
教
講
師
の
制
度
化
の
確
立
、
宗

要
で
あ
る
。
今
般
矛
五
回
の
「
社
会
を
明
　
教
々
謳
師
予
算
の
増
額
、
回
腸
協
議
会
の

る
く
す
る
運
動
」
を
、
法
務
省
主
唱
の
下
　
設
置
、
教
講
師
に
保
護
師
を
兼
任
さ
せ
る

に
七
月
一
日
よ
り
同
晋
一
日
迄
の
間
、
全
　
事
、
少
焦
院
に
於
け
る
教
誰
の
寒
桜
化
及

国
一
円
に
亘
り
実
施
ナ
る
。
　
　
　
　
　
　
び
全
国
教
講
師
連
盟
結
成
の
促
進
化
等
が

　
な
ほ
本
運
動
は
、
中
央
と
地
方
に
実
施
　
決
議
さ
れ
た
。
な
ほ
佐
々
木
理
事
長
、
別

委
員
会
を
設
け
、
犯
罪
の
未
然
防
止
、
犯
　
所
部
長
が
出
席
し
た
。

罪
者
の
再
生
の
徹
底
化
の
為
、
テ
レ
ヴ
ィ

ラ
ジ
オ
・
新
聞
等
報
道
関
係
其
他
の
協
力
　
川
…
東
京
佛
教
團
の
…
…
…
…
謡

の
下
・
旧
館
に
本
運
動
の
宣
伝
と
関
心
を
　
鯉
…
…
宗
教
法
人
指
…
導
講
習
一
㎝

深
め
る
様
呼
び
か
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
教
法
人
法
は
施
行
以
来
三
年
を
経
過

　
爾
、
全
日
本
仏
教
会
で
も
、
中
央
実
施
　
し
た
が
、
今
回
更
に
法
運
用
の
完
全
を
期

委
員
会
の
一
団
体
と
し
て
全
面
的
に
協
力
　
す
べ
ぐ
、
仏
教
団
と
都
庁
の
共
催
に
よ
る

ず
る
。
　
．
専
ゴ
＝
　
　
・
・
鷺
嬉
膀
指
嚢
墨
黒
葱
内
野
寺

院
に
対
し
す
で
に
連
日
実
施
し
て
い
る
。

櫓
灘
講
習
会
の
説
明
者
は
．
都
庁
よ
り
四

重
と
仏
教
団
か
ち
長
岡
、
粟
子
の
両
氏
が

行
つ
で
い
る
。
其
の
中
心
三
三
要
項
は
、

宗
教
法
人
注
の
解
釈
法
人
法
規
則
に
就
い

て
備
附
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
帳
簿
類
に
就
い
て

税
法
上
の
盆
点
不
動
産
の
永
続
登
記
に
就

い
て
等
で
あ
る
。

「
仏
教
界
に
開
放
す
る

　
　
　
　
両
　
勿
　
会
　
館
」

　
両
建
会
館
は
三
井
晶
史
氏
の
経
営
で
、

集
会
場
と
宿
泊
所
と
を
兼
ね
た
寺
院
壇
信

徒
の
会
館
で
あ
る
。
今
回
創
立
一
週
年
を

迎
え
る
に
当
り
、
広
く
仏
教
界
に
聞
放
す

る
事
に
な
り
．
特
に
仏
教
関
係
に
一
般
よ

り
低
額
で
奉
仕
掘
る
事
に
な
っ
た
の
で
、

仏
教
団
体
の
利
用
を
望
ん
で
い
る
。
詳
細

は
両
羽
会
館
へ
照
会
さ
れ
た
い
、

　
本
館
東
京
都
文
京
区
表
町
伝
通
院
前

　
　
　
　
電
話
小
石
川
（
9
2
）
六
六
九
〇
．

（
編
集
後
記
）

◇
新
年
度
の
動
き
は
．
総
き
ま
り
渉
ご
月

近
く
お
く
れ
た
の
で
色
々
と
手
違
い
も
で

き
た
が
漸
く
動
き
も
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
た

◇
さ
す
が
に
国
際
的
に
は
問
題
続
出
。
セ

イ
ロ
ン
か
ら
の
英
文
百
科
辞
典
や
、
ビ
ル

マ
遺
骨
収
集
も
大
仕
事
で
い
つ
れ
も
店
開

き
に
忙
し
い
。
◇
夏
を
前
に
各
地
の
伝
道

熱
も
大
い
に
揚
り
七
月
に
入
っ
て
新
潟
、

秋
田
県
仏
の
県
内
伝
道
に
続
い
て
各
地
で

計
画
中
、
講
師
派
遣
の
交
渉
に
忙
し
い
。

◇
七
月
の
全
仏
講
習
も
新
機
軸
を
加
へ
て

前
景
気
が
甚
だ
よ
い
。
大
き
な
思
想
運
動

に
も
乗
り
だ
す
必
要
が
あ
る
こ
と
も
大
い

に
感
じ
て
い
る
。
仏
教
界
は
大
き
く
動
か

ね
ば
な
ら
ぬ
、
全
国
教
家
の
協
力
が
い
よ

、
ノ
へ
堕
ま
れ
多
一
：
レ
∵
給
じ
；
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